
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート               西久保グループ          活動期間：2022 年 1 月～3月 

産業目線 

【活動選定項目】   ① カーボンニュートラル（CN）への対応     

具体的取り組み項目 

豊川市環境基本計画 2020（2020～2029）【前期目標：現状値 2019→目標値 2024】 

①とよかわ環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（民間企業等登録件数）        0 件    →   10 件  

②省ｴﾈ行動勉強会（電器店等との連携）                  0 件/年  →    1 件/年  

③ｴｺﾁｬﾚﾝｼﾞｶﾚﾝﾀﾞｰ事業（小学校 5 年生）（実践者数）          1,775 人    →  1,800 人/毎月 

④公共駐車場維持管理事業（定期契約台数）             5,247 台    →  5,400 台/日 

⑤太陽光発電システム設置基数（市内設置基数）            7,716 基       →  10,200 基 

⑥ｴｺｶｰ、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進（公用車の低排出ガス認定車等の割合）     79 %      →       90％ 

前回まで 

活動状況 

・①～⑥の項目についての推進状況の確認と、その結果から考察できる原因に対し、改善案を模索し提案した。 

 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

 

 

① 環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの登録状況を確認したところ、市内の産業廃棄物処理業である加山興業㈱殿

から登録の依頼があり、令和 4 年 1 月 21 日に 5 件目の登録となったことを確認した。本企業は既に独自

に児童向けの講座や工場見学を開催しており、市との具体的な連携事業は見いだせていないとのことで

あったため、早急に連携すべき事業を構築するようお願いした結果、次年度以降に新たに展開するパー

トナー間の交流や連携を促し、相乗効果の発揮を促したいとの回答を得た。 

②令和４年度からの事業開始に向け、商工会議所と調整とのことだったが、昨年 11 月にﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾌ登録

した電器店等である㈱Rise Line 殿と連携した勉強会を開催するよう提案した。 

③実践者数は 1,702 人/毎月で、うち作品やアイデアの提出件数は 937 件/毎月と前年度よりも減少してし

まった理由を確認したところ、コロナ渦で学校行事を優先したことにより作品等の提出ができなかった

ことが判明した。 

④目標数値の定期契約台数は、年間の延台数であるため、年度末まで集計できません。 

⑤昨年９月提出の会派とよかわ未来「令和４年度予算編成に対する要望書」の中で CO2 削減のため、関連

予算をお願いしたところ、住宅用リチウムイオン蓄電池システムの補助件数が昨年度の 60 件から 75 件

となり、当初の市長マニフェストの計画件数を上回る予算額を確保することができた。 

⑥計画的な低排出ガス認定車等への買い替えに対し、現行車両の耐用年数が課題となっているが、運転す

る職員の意識が高くなければ効果が半減するため、より実践的なｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ講習会を実施するよう要求し

た。 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

③ｴｺﾁｬﾚﾝｼﾞｶﾚﾝﾀﾞｰ事業で提出された作品 

 

 

 

 

今後の活動 

・令和４年度中のゼロカーボンシティ宣言に向け、現行の組織体制の見直しや条例の改正、さらには、国、県の動向を踏まえた施策等を立案するよう促す。 

 

豊川市 所属議員 堀内 重佳 
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